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1
．
現
行
制
度
の
問
題
点

茨
特
殊
容
器
と
は
、
体
積
を

計
量
す
る
代
わ
り
に
、
あ
る

高
さ
ま
で
液
体
商
品
を
満
た

し
た
場
合
、
正
し
い
量
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
製
造
さ
れ

た
透
明
又
は
半
透
明
の
容
器

（
例
え
ば
、
ビ
ー
ル
び
ん
、

醤
油
び
ん
、
牛
乳
び
ん
）
で

あ
る
。

芋
現
在
、
缶
や
紙
パ
ッ
ク
等

の
他
の
容
器
の
商
品
の
増

加
、
各
種
容
器
の
製
造
技
術

（
品
質
管
理
技
術
）
の
向
上

や
自
動
充
填
装
置
の
高
度
化

等
に
よ
り
計
量
技
術
が
向
上

し
た
た
め
、
特
殊
容
器
を
用

い
る
必
然
性
が
低
下
し
て
き

て
い
る
。

鰯
例
え
ば
、
び
ん
の
総
製
造

数
に
占
め
る
特
殊
容
器
の
割

合
は
、
制
度
創
設
年
の
次
の

年
で
あ
る
昭
和
　
年
に
は
約

32

　
％
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、

27現
在
は
約
3
％
程
度
と
低
下

し
て
い
る
。
ビ
ー
ル
や
牛
乳

等
、
一
定
程
度
毎
年
製
造
さ

れ
る
特
殊
容
器
が
あ
る
一
方

で
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
類
や

し
ょ
う
ゆ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
等
に
使
わ
れ
る

特
殊
容
器
に
つ
い
て
は
、（
少

な
く
と
も
）
平
成
　
年
以
降

12

製
造
さ
れ
て
い
な
い
。

允
ま
た
、
特
殊
容
器
は
、
ガ

ラ
ス
製
の
容
器
で
あ
り
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
議
論
と
特
殊
容
器
の
議
論

が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

2
．
新
た
な
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

　
特
殊
容
器
は
、
ガ
ラ
ス
製

の
容
器
で
あ
り
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
議
論

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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検
討
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会
配
付
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平
成
　
年
2
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峨
　
時
〜
　
時
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12

場
所
：
経
済
産
業
省
別
館
1

0
2
8
会
議
室

議
事

茨
開
会

芋
議
題
＝
▽
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
第
2
回
会
合
議
事

録
に
つ
い
て
▽
「
計
量
士
制

度
」
及
び
「
特
殊
容
器
制
度
」

に
つ
い
て
▽
「
計
量
単
位
」

及
び
「
情
報
提
供
」
に
つ
い

て
▽
計
量
制
度
検
討
小
委
員

会
W
G
の
骨
子
に
つ
い
て
▽

そ
の
他

鰯
閉
会

限
り
、
計
量
士
で
あ
り
つ
づ

け
、
自
ら
の
意
志
で
計
量
士

で
な
く
な
る
こ
と
が
で
き

ず
、
他
界
し
た
計
量
士
で

あ
っ
て
も
、
計
量
士
登
録
証

の
返
納
の
手
続
き
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
計
量
士
登
録

簿
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
こ
と
か
ら
、
計
量
士
の

実
数
等
、
基
本
的
な
計
量
士

の
現
状
の
把
握
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

鰯
計
量
士
の
能
力
を
活
用
し

た
地
方
自
治
体
等
の
計
量
法

の
執
行
は
、
一
部
自
治
体
で

実
施
さ
れ
た
例
が
あ
る
も
の

の
、
必
ず
し
も
本
格
的
に
進

ん
で
い
な
い
。

允
計
量
士
国
家
試
験
実
施
事

務
は
行
政
機
関
の
裁
量
的
判

断
を
要
し
な
い
定
型
業
務
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
が

直
接
行
っ
て
い
る
。

2
．
新
た
な
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方
及
び
具
体

的
方
針

　
計
量
士
の
資
格
取
得
後
の

資
質
の
維
持
を
図
る
た
め
の

研
修
制
度
や
更
新
制
の
導
入

及
び
国
が
直
接
実
施
し
て
い

る
国
家
試
験
事
務
に
つ
い
て

民
間
能
力
を
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
計
量
士
の
登
録
更
新
制
度

等
の
導
入

　
計
量
制
度
は
、
国
際
化
や

技
術
革
新
へ
対
応
す
る
た
め

平
成
4
年
の
計
量
法
改
正
以

降
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改

正
、
技
術
基
準
の
改
正
が
行

わ
れ
て
い
る
。
計
量
士
に
つ

い
て
は
、
計
量
管
理
に
お
け

る
専
門
家
と
し
て
、
登
録
後

も
資
質
の
維
持
・
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
制
度
的
に
一
定

程
度
の
資
質
の
維
持
を
図
る

観
点
か
ら
更
新
制
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
更
新
時
に
研

修
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
検

討
す
る
。（
例
え
ば
、
一
般
計

量
士
は
5
年
、
環
境
計
量
士

は
3
年
ご
と
に
更
新
を
実

施
。）
な
お
、
当
該
事
務
を
独

立
行
政
法
人
が
行
う
こ
と
も

合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

※
研
修
に
掛
か
る
費
用
等
は

独
立
行
政
法
人
へ
の
歳
入
と

し
、
当
該
独
法
は
当
該
歳
入

に
よ
り
、
研
修
事
務
等
を
実

施
す
る
。

　
ま
た
、
計
量
士
が
自
ら
登

録
の
抹
消
を
申
し
立
て
、
又

は
他
界
し
た
場
合
に
届
け
出

る
制
度
の
導
入
を
検
討
す

る
。

②
計
量
士
の
能
力
を
活
用
し

た
計
量
法
の
執
行
の
推
進

　
適
切
に
計
量
す
る
た
め
に

は
、
適
切
な
「
計
量
器
」、
適

切
な
「
計
り
方
」、
適
切
な

「
も
の
さ
し
（
計
量
標
準
、

標
準
物
質
）」
が
必
要
だ
が
、

こ
れ
ま
で
比
較
的
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
規
制
に
重
点
が
置

か
れ
て
き
た
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
性
能
が
向
上
し
て
き
て

い
る
中
で
、
む
し
ろ
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
計
量
器
の

使
用
者
の
不
正
を
抑
制
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

十
分
に
対
応
が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
適
切

な
計
量
器
の
使
用
に
係
る
規

制
を
充
実
す
る
こ
と
が
適
切

な
計
量
器
の
供
給
と
と
も
に

重
要
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治

体
は
、
計
量
器
の
不
正
使
用

の
摘
発
を
強
化
す
る
べ
く
、

抜
き
打
ち
検
査
な
ど
の
事
後

検
査
を
強
化
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
は
、

例
え
ば
、
計
量
士
を
雇
用
す

る
こ
と
等
地
方
自
治
体
毎
の

事
情
に
応
じ
た
形
を
通
し

て
、
よ
り
多
く
立
ち
入
り
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
。（
注
：
計
量
士

は
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が

必
要
。）

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
は
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
自
ら
の
自
主
性
を
高
め

た
計
量
行
政
を
推
進
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
状
の
計
量
法
の
執
行
体
制

の
維
持
の
困
難
性
を
訴
え
る

都
道
府
県
等
に
お
い
て
は
、

自
治
事
務
と
し
て
行
う
検
定

の
実
施
事
務
な
ど
に
つ
い

て
、
実
施
体
制
の
整
備
状
況

と
い
っ
た
計
量
器
ご
と
の
特

性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
条
例
等
の
必
要
な

環
境
整
備
を
行
い
、
指
定
定

期
検
査
機
関
や
指
定
検
定
機

関
の
民
間
能
力
の
活
用
を
進

め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
指

定
定
期
検
査
機
関
や
指
定
検

定
機
関
に
お
け
る
計
量
士
の

活
躍
も
期
待
さ
れ
る
。

③
計
量
士
国
家
試
験
事
務
及

び
登
録
事
務
に
お
け
る
独
立

行
政
法
人
の
活
用

　
受
験
申
込
手
続
き
等
、
可

能
な
限
り
民
間
委
託
を
行
う

べ
き
と
の
指
摘
（
平
成
　
年
16

8
月
規
制
改
革
・
民
間
開
放

1
．
現
行
制
度
の
現
状
と
問

題
点

　
計
量
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生

活
、
産
業
活
動
、
技
術
的
規

制
行
政
等
の
な
か
で
、
日
常

的
に
行
わ
れ
、
そ
の
品
質
、

信
用
、
信
頼
を
支
え
る
も
の

で
あ
る
が
、
経
済
取
引
の
発

達
や
産
業
技
術
の
高
度
化
等

に
伴
い
そ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
計
量
関

係
行
政
機
関
等
が
計
量
法
を

適
確
に
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

計
量
に
関
す
る
専
門
の
知
識

と
技
術
を
有
す
る
者
に
は
一

定
の
資
格
を
与
え
、
一
定
の

分
野
の
職
務
を
分
担
せ
し
め

て
適
正
な
計
量
の
実
施
を
実

質
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
趣
旨
か
ら
計
量

士
制
度
（
制
度
の
概
要
は
別

添
参
考
参
照
）
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
計
量
士
の
職
務
は
、
計
量

法
上
、
適
正
計
量
管
理
事
業

所
や
計
量
証
明
事
業
者
に
お

け
る
特
定
計
量
器
の
検
査
、

自
治
体
が
実
施
す
る
定
期
検

査
の
代
検
査
等
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
　
年
度
末
に
お
い

16

て
、
一
般
計
量
士
1
2
、
3

4
0
人
、環
境
計
量
士
1
2
、

7
3
6
人
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。（
あ
く
ま
で
も
登
録
ベ
ー

ス
の
数
字
で
あ
り
、
現
在
、

計
量
士
と
し
て
実
際
に
活
動

を
し
て
い
る
者
の
数
で
は
な

い
。）

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

茨
資
格
取
得
後
の
計
量
士
の

資
質
の
維
持
・
向
上
に
つ
い

て
は
、
計
量
士
自
身
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資

格
取
得
後
の
計
量
士
が
技
術

の
進
歩
や
制
度
改
正
等
、
計

量
を
巡
る
環
境
変
化
に
対
応

し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
を

呈
す
る
声
が
あ
る
。

芋
計
量
士
は
、
経
済
産
業
大

臣
が
登
録
を
取
り
消
さ
な
い

計
量
士
制
度
に
つ
い
て（
案
）

推
進
会
議
中
間
と
り
ま
と

め
）
を
踏
ま
え
、
実
際
の
事

務
運
営
に
つ
い
て
は
独
立
行

政
法
人
を
活
用
す
る
等
、
よ

り
適
切
な
方
法
に
変
え
て
い

く
こ
と
を
検
討
す
る
。ま
た
、

計
量
士
の
登
録
事
務
に
つ
い

て
も
試
験
事
務
と
同
様
に
独

立
行
政
法
人
を
活
用
す
べ
く

検
討
す
る
。

※
国
家
試
験
受
験
手
数
料
等

は
独
立
行
政
法
人
へ
の
歳
入

と
し
、
当
該
独
法
は
当
該
歳

入
に
よ
り
、
試
験
事
務
を
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

※
試
験
事
務
及
び
登
録
事
務

は
、
業
務
の
一
貫
性
を
考
慮

し
同
一
の
独
法
が
行
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　〈
参
考
〉

計
量
士
制
度
の
概
要

1
．
目
的

　
経
済
取
引
の
発
達
、
産
業

技
術
の
進
歩
等
こ
れ
ら
に
関

し
て
要
求
さ
れ
る
計
量
技
術

が
高
度
化
・
専
門
化
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
計
量
に
関
す
る
専
門
の

知
識
・
技
能
を
有
す
る
者
に

対
し
て
一
定
の
資
格
を
与

え
、
一
定
分
野
の
職
務
を
分

担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
計

量
器
の
自
主
的
管
理
を
推
進

し
、
適
正
な
計
量
の
実
施
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

2
．
根
拠
条
文

　
計
量
法
第
1
2
2
条

3
．
制
度
の
概
要

茨
計
量
士
の
区
分

　
計
量
士
は
以
下
の
3
区
分

に
分
か
れ
て
お
り
、
区
分
ご

と
の
所
要
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

の
登
録
を
受
け
、
計
量
士
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
一
般
計
量
士

○
環
境
計
量
士（
濃
度
関
係
）

○
環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振

動
関
係
）

芋
資
格
の
取
得
方
法

①
国
家
試
験
コ
ー
ス
：
計
量

士
国
家
試
験
に
合
格
し
、
か

つ
実
務
経
験
そ
の
他
の
条
件

に
適
合
す
る
者

②
資
格
認
定
コ
ー
ス
：
　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
の
教
習

の
課
程
を
修
了
し
、
実
務
経

験
な
ど
の
所
定
の
条
件
を
満

た
し
、
か
つ
計
量
行
政
審
議

会
が
認
め
た
者

鰯
計
量
士
の
主
な
職
務

①
定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量

士
に
よ
る
検
査

②
計
量
証
明
検
査
に
代
わ
る

計
量
士
に
よ
る
検
査

③
計
量
証
明
事
業
に
お
け
る

計
量
管
理

④
適
正
計
量
管
理
事
業
所
に

お
け
る
計
量
管
理

4
．
見
直
し
の
経
緯

　
昭
和
　
年
、
環
境
計
量
士

49

の
創
設

　
平
成
4
年
、
環
境
計
量
士

を
「
濃
度
関
係
」
と
「
騒
音
・

振
動
関
係
」
に
区
分

特
殊
容
器
制
度
に
つい
て（
案
）
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９

　１０

　１１

1
．
現
状

①
経
済
産
業
省
で
は
、
計
量

法
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

た
資
料
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
商
品
量
目

の
調
査
と
適
正
計
量
の
啓
発

を
目
的
と
し
た
計
量
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
多
く
の
地
方
公
共
団
体

が
、
計
量
法
の
制
度
概
要
や

立
入
検
査
結
果
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

2
．
問
題
点

　
現
在
、
経
済
産
業
省
及
び

地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て

提
供
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
計
量
制
度
の
概
要

等
が
主
で
あ
り
、違
反
事
例
、

取
締
状
況
、
相
談
事
例
等
の

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

（第三種郵便物認可）（3） 2006年（平成 18年）2月26日（日）第 2620 号
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

と
特
殊
容
器
の
議
論
が
混
同

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

が
、
特
殊
容
器
の
必
要
性
と

リ
サ
イ
ク
ル
は
別
な
問
題
で

あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
目
的
に

従
っ
て
推
進
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
特
殊
容
器
の
必
要
性

と
リ
サ
イ
ク
ル
は
離
し
て
検

討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　
特
殊
容
器
制
度
に
つ
い
て

は
、
量
目
管
理
を
容
易
な
も

の
と
す
る
等
、
正
確
な
計
量

の
観
点
か
ら
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
が
、
様
々
な
計

量
管
理
技
術
が
発
達
し
た
現

在
に
お
い
て
は
、
正
確
計
量

を
担
保
す
る
制
度
と
し
て
の

役
割
は
低
下
し
て
き
て
お

り
、
今
後
は
自
主
管
理
・
自

主
確
認
に
委
ね
る
方
向
で
検

討
す
る
。

芋
具
体
的
方
針

①
特
殊
容
器
制
度
は
、
正
確

計
量
を
担
保
す
る
制
度
と
し

て
の
役
割
は
相
当
低
下
し
て

お
り
、
原
則
と
し
て
廃
止
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

②
た
だ
し
、
①
の
場
合
に
お

い
て
も
、
特
殊
容
器
制
度
の

廃
止
が
、
ガ
ラ
ス
製
の
容
器

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
変

え
る
も
の
で
は
な
い
。

　〈
参
考
〉

特
殊
容
器
制
度
の
概
要

1
．
特
殊
容
器
に
つ
い
て

　
特
殊
容
器
と
は
、
い
わ
ゆ

る
「
ま
る
し
ょ
う
び
ん
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
体
積
を
計

量
す
る
代
わ
り
に
、
あ
る
高

さ
ま
で
液
体
商
品
を
満
た
し

た
場
合
、
正
し
い
量
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
製
造
さ
れ
た

Ⅰ
．
現
状

1
．
単
位
の
定
め
方

①
「
計
量
単
位
」
は
、
数
値

を
も
っ
て
そ
の
大
き
さ
を
表

す
こ
と
が
で
き
る
事
象
や
現

象
の
量
（「
物
象
の
状
態
の

量
」）を
計
る
た
め
の
基
準
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

②
量
を
計
る
た
め
に
は
、

個
々
の
量
ご
と
に
「
計
量
単

位
」
と
「
定
義
」
が
定
め
ら

れ
る
こ
と
（
例
え
ば
、
長
さ

の
計
量
単
位
は「
メ
ー
ト
ル
」

で
あ
り
、
定
義
は
光
が
真
空

中
を
2
9
9
、
7
9
2
、
4

5
8
分
の
1
秒
間
に
進
む
距

離
を
1
メ
ー
ト
ル
）
が
必
要

で
あ
る
。

③
我
が
国
は
、明
治
　
年（
1

18

8
8
5
年
）
か
ら
メ
ー
ト
ル

条
約
に
加
盟
し
て
お
り
、
計

量
法
は
、
主
に
メ
ー
ト
ル
条

約
に
基
づ
く
国
際
度
量
衡
総

会
で
決
議
さ
れ
た
国
際
単
位

系
（
S
I
）
を
基
に
し
て

「
計
量
単
位
」
及
び
「
定
義
」

を
定
め
て
、
国
内
で
の
統
一

を
図
っ
て
い
る
。

④
メ
ー
ト
ル
法
に
基
づ
く
計

量
単
位
は
、
科
学
技
術
の
進

歩
等
に
基
づ
き
国
際
度
量
衡

総
会
に
お
い
て
適
宜
拡
張
・

改
良
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

取
引
又
は
証
明
、
産
業
、
学

術
、
日
常
生
活
等
で
の
計
量

で
重
要
な
も
の
が
出
て
く
れ

ば
、
順
次
計
量
法
に
追
加
し

て
き
て
い
る
。

⑤
具
体
的
に
は
、
計
量
法
第

2
条
第
1
項
第
1
号
に
よ

り
、計
量
の
対
象
と
な
る「
物

象
の
状
態
の
量
」を
定
め（
現

在
　
量
）、計
量
法
第
3
条
か

72
ら
第
5
条
に
よ
り
、
取
引
又

計
量
単
位
に
つ
い
て（
案
）

透
明
又
は
半
透
明
の
容
器

（
例
え
ば
、
ビ
ー
ル
び
ん
、

醤
油
び
ん
、
牛
乳
び
ん
）
の

こ
と
で
、
経
済
産
業
大
臣
が

指
定
し
た
者
が
製
造
す
る
。

2
．
根
拠
条
文

　
計
量
法
第
　
条
、
第
　
条

17

58

〜
第
　
条
69

3
．
制
度
の
概
要

茨
制
度
の
沿
革

　
昭
和
　
年
計
量
法
改
正
に

31

よ
り
、
そ
れ
ま
で
び
ん
を
一

本
一
本
検
査
し
て
い
た
容
量

検
査
を
廃
止
し
、
特
殊
容
器

製
造
事
業
制
度
を
制
定
。

芋
特
殊
容
器
の
使
用
に
係
る

商
品

①
牛
乳（
脱
脂
乳
を
除
く
。）、

加
工
乳
及
び
乳
飲
料
②
乳
酸

菌
飲
料
③
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

類
④
し
ょ
う
ゆ
⑤
食
酢
⑥
飲

料
水
⑦
発
泡
性
の
清
涼
飲
料

⑧
果
実
飲
料
⑨
牛
乳
又
は
乳

製
品
か
ら
造
ら
れ
た
酸
性
飲

料
⑩
ビ
ー
ル
⑪
清
酒
⑫
し
ょ

う
ち
ゅ
う
⑬
ウ
イ
ス
キ
ー
⑭

ブ
ラ
ン
デ
ー
運
果
実
酒
⑯
み

り
ん
⑰
合
成
清
酒
⑱
液
状
の

農
薬

鰯
特
殊
容
器
の
表
示

　
指
定
を
受
け
た
者
は
、
そ

の
指
定
を
受
け
た
工
場
又
は

事
業
場
に
お
い
て
製
造
し
た

特
殊
容
器
が
、
型
式
・
器
差

の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
と
き
に
は
、
当
該
容
器

に
「
表
示
」
を
付
す
こ
と
が

で
き
る
。

は
証
明
に
使
用
を
義
務
付
け

る
等
の
規
制
を
適
用
す
る

「
法
定
計
量
単
位
」
を
規
定

し
て
い
る
。

⑥
ま
た
、
計
量
法
第
2
条
第

1
項
第
2
号
に
基
づ
く
政
令

（
計
量
単
位
令
第
1
条
）
に

よ
り
、「
物
象
の
状
態
の
量
」

を
定
め
（
現
在
　
量
）、「
法

17

定
計
量
単
位
」で
は
な
い（
規

制
の
な
い
）
計
量
単
位
を
省

令
で
規
定
し
て
い
る
。

2
．
計
量
法
に
お
け
る
法
定

計
量
単
位
の
規
制

①
取
引
又
は
証
明
に
お
け
る

非
法
定
計
量
単
位
の
使
用
を

禁
止
（
計
量
法
第
8
条
）

②
非
法
定
計
量
単
位
に
よ
る

目
盛
又
は
表
記
を
付
し
た
計

量
器
に
つ
い
て
、
販
売
又
は

販
売
目
的
の
陳
列
を
禁
止

（
計
量
法
第
9
条
）

Ⅱ
．
計
量
単
位
の
規
定

1
．
現
行
制
度
の
問
題
点

　
新
し
い
単
位
が
国
際
度
量

衡
総
会
で
採
択
さ
れ
た
と
し

て
も
、
法
定
計
量
単
位
と
し

て
位
置
付
け
る
た
め
に
は
、

法
律
改
正
（
計
量
法
第
2
条

第
1
項
第
1
号
の
物
象
の
状

態
の
量
及
び
計
量
法
別
表
の

計
量
単
位
の
追
加
）
が
必
要

で
あ
る
が
、
国
際
的
に
新
た

に
採
択
さ
れ
る
単
位
を
、
我

が
国
と
し
て
も
採
用
す
べ
き

か
否
か
の
判
断
基
準
や
手
順

が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。

（
注
）
国
際
度
量
衡
総
会
で

国
際
単
位
系
と
し
て
採
択
さ

れ
た
物
象
の
状
態
の
量
及
び

計
量
単
位
で
あ
っ
て
、
い
ま

だ
に
計
量
法
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、

1
9
9
9
年
の
総
会
で
決
定

さ
れ
た
「
カ
タ
ー
ル
」（
触
媒

活
性
の
単
位
）
が
あ
る
。

2
．
新
た
な
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

①
国
際
度
量
衡
総
会
に
お
い

て
新
た
に
決
定
・
変
更
さ
れ

た
単
位
に
つ
い
て
、
我
が
国

と
し
て
、
法
定
計
量
単
位
と

し
て
決
定
・
変
更
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、

遅
滞
な
く
対
応
す
る
。

②
新
た
な
単
位
を
法
定
計
量

単
位
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
の
是
非
を
検
討
し
、
関
係

者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て

い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
明

確
化
す
る
。

芋
具
体
的
方
針

①
国
際
度
量
衡
総
会
及
び
そ

の
下
部
機
関
で
の
単
位
に
関

す
る
検
討
に
我
が
国
も
積
極

的
に
参
画
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
新
た
な
単
位
に
関
す
る

国
際
的
な
議
論
の
動
向
を
常

に
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
。

②
国
際
的
に
新
た
に
採
択
さ

れ
る
単
位
を
我
が
国
と
し
て

採
用
し
、
更
に
法
定
計
量
単

位
と
す
べ
き
か
否
か
の
是
非

を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
取
引
又
は

証
明
、
産
業
、
学
術
、
日
常

生
活
等
で
の
計
量
で
重
要
な

も
の
）に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
新
た
な
単
位
が
国
際
度
量

衡
総
会
で
採
択
さ
れ
た
場

合
、
速
や
か
に
新
た
な
単
位

を
法
定
計
量
単
位
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
の
是
非
に
つ

い
て
検
討
し
、
法
定
計
量
単

位
と
し
て
採
用
す
る
可
能
性

が
あ
る
単
位
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
手
続
き
に
進
む
。

　
計
量
法
第
2
条
第
1
項
第

a）2
号
関
連
の
計
量
単
位
に
位

置
付
け
る
（
政
省
令
で
追

加
）。

　
国
家
計
量
標
準
を
供
給
で

b）き
る
体
制
を
速
や
か
に
整
備

す
る
。

　
同
じ
物
象
の
状
態
の
量
に

c）関
し
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
他

の
計
量
単
位
の
取
引
・
証
明

へ
の
使
用
及
び
計
量
器
の
目

盛
り
等
へ
の
使
用
を
禁
止
す

る
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

作
り
、
法
定
計
量
単
位
に
位

置
付
け
る
環
境
を
整
え
る
。

④
上
記
③
　
機
能
を
　
産
業

b）

（独）

技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準

総
合
セ
ン
タ
ー（
N
M
I
J
）

が
主
体
的
に
果
た
す
よ
う

に
、
N
M
I
J
を
我
が
国
計

量
標
準
機
関
の
頂
点（
中
核
）

と
し
て
の
国
家
計
量
標
準
機

関
（
P
r
i
n
c
i
p
a
l
 

N
M
I
）
と
位
置
付
け
、
計

量
標
準
の
開
発
・
供
給
に
関

す
る
様
々
な
機
関
と
調
整
す

る
な
ど
実
施
機
能
を
果
た
す

こ
と
を
中
期
目
標
に
よ
っ
て

示
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

Ⅱ
．
計
量
単
位
の
規
制

1
．
現
行
制
度
の
問
題
点

　
旧
計
量
法
下
の
「
尺
貫
法

か
ら
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
転

換
」
及
び
現
行
計
量
法
に
お

け
る
「
単
位
の
S
I
化
」
は

一
定
の
成
果
を
果
た
し
つ
つ

あ
る
が
、
非
法
定
計
量
単
位

の
併
記
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
な
ど
か
ら
、
依
然
と
し
て

S
I
以
外
の
単
位
の
使
用
に

対
す
る
要
請
も
あ
る
。

　
ま
た
、
計
量
器
か
ど
う
か

の
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
く
、
依
然
と
し
て
非
法

定
計
量
単
位
を
用
い
た
製
品

が
一
部
流
通
し
て
い
る
。

2
．
新
た
な
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

①
現
行
の
制
度
は
、
法
定
計

量
単
位
の
普
及
を
通
じ
て
、

我
が
国
の
適
正
計
量
の
実
施

を
確
保
し
、
経
済
の
発
展
、

国
際
整
合
化
に
寄
与
し
て
い

る
。

②
内
外
に
対
し
て
我
が
国
の

S
I
推
進
の
立
場
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

仮
に
計
量
器
に
非
法
定
計
量

単
位
の
「
併
記
」
を
認
め
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
方

針
を
転
換
す
る
こ
と
と
な

り
、
我
が
国
の
計
量
行
政
に

対
す
る
国
民
か
ら
の
信
頼
を

失
う
可
能
性
が
あ
る
。

③
ま
た
、
併
記
を
認
め
た
場

合
、
非
法
定
計
量
単
位
が
浸

透
し
、
社
会
経
済
的
に
非
効

率
と
超
過
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
単
位
併

記
・
切
替
え
等
が
行
え
る

メ
ー
タ
ー
は
、読
み
間
違
い
・

設
定
ミ
ス
等
で
事
故
等
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
（
特
に
デ

ジ
タ
ル
切
り
替
え
式
）。

④
な
お
、
規
制
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
個
人
又
は
家
庭
で

は
、
例
え
ば
尺
寸
等
の
使
用

が
可
能
で
あ
り
、
取
引
証
明

に
お
い
て
も
限
定
的
に
ヤ
ー

ド
ポ
ン
ド
な
ど
の
非
S
I
単

位
は
、
現
在
で
も
使
用
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

特
段
問
題
は
生
じ
て
い
な

い
。

芋
具
体
的
方
針

①
取
引
又
は
証
明
に
お
い
て

非
法
定
計
量
単
位
の
使
用
を

禁
止
し
、
非
法
定
計
量
単
位

に
よ
る
目
盛
又
は
表
記
を
付

し
た
計
量
器
の
販
売
又
は
販

売
目
的
の
陳
列
を
禁
止
す
る

現
行
制
度
は
堅
持
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。

②
現
行
制
度
の
運
用
の
透
明

性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

運
用
基
準
の
明
確
化
を
図
る

べ
く
、
計
量
法
で
許
容
さ
れ

る
非
法
定
計
量
単
位
の
表
記

の
事
例
や
、
法
令
違
反
と
な

る
か
否
か
規
制
の
対
象
と
な

る
計
量
器
か
否
か
の
判
断
基

準
等
の
公
表
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

情
報
提
供
に
つ
い
て（
案
）
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一
般
消
貴
者
の
関
心
を
高
め

る
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
提
供
さ
れ
て
い

な
い
。

　
一
部
の
地
方
公
共
団
体

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

等
に
よ
り
計
量
関
連
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
、
地
方
公
共

団
体
と
も
に
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
①
住
民
（
消
費
者
）
が

計
量
行
政
に
関
し
て
持
っ
て

い
る
意
見
を
交
換
し
た
り
、

議
論
し
た
り
す
る
た
め
の

場
、
②
住
民
（
消
費
者
）
自

ら
が
有
し
て
い
る
不
正
計
量

等
に
対
す
る
不
満
や
不
信
等

を
訴
え
て
い
く
手
段
等
が
不

足
し
て
い
る
。

3
．
検
討
の
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

　
公
正
な
計
量
の
実
現
を
図

る
た
め
に
も
、
市
場
の
監
視

機
能
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
、
不
正
事
業
者
名
の
公

表
な
ど
の
手
続
を
整
備
し
、

消
費
著
を
中
心
と
し
た
国
民

に
対
す
る
計
量
に
関
す
る
情

報
提
供
や
啓
発
活
動
を
行

い
、
適
正
な
計
量
に
関
す
る

関
心
と
知
識
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ

る
中
、
限
ら
れ
た
人
員
、
予

算
等
の
リ
ソ
ー
ス
を
、
計
量

行
政
に
適
切
に
投
入
す
べ

く
、
住
民
の
主
体
的
・
積
極

的
な
参
画
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
考
え
方
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

芋
具
体
的
方
針

①
国
民
の
適
正
な
計
量
に
関

す
る
関
心
と
知
識
の
向
上

　
適
正
な
計
量
に
関
す
る
関

a）心
の
向
上

　
適
正
な
計
量
に
関
す
る
関

心
の
向
上
を
図
る
た
め
に

も
、
①
安
全
・
安
心
の
観
点
、

ま
た
は
②
適
切
な
事
業
者
の

選
択
を
行
う
観
点
か
ら
、
消

費
者
に
と
っ
て
関
心
の
高
い

情
報
（
計
量
法
上
の
違
反
事

例
等
に
関
す
る
情
報
等
）
に

つ
い
て
、
国
及
び
各
地
方
公

共
団
体
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
・
配
布
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
に
よ
り
、
情
報
提
供

の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
適
正
な
計
量
に
関
す
る
知

b）識
の
向
上

　
適
正
な
計
量
に
関
す
る
知

識
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
、
計
量
法
の
概
要
（
特
定

計
量
器
の
器
差
・
有
効
期
限
、

量
目
規
制
の
特
定
品
目
・
許

容
誤
差
等
）
に
つ
い
て
、
国

及
び
各
地
方
公
共
団
体
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

等
に
よ
り
、
情
報
提
供
の
更

な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
を
検
討
す
る
。

　
計
量
に
関
す
る
教
育
の
充

c）実　
適
正
な
計
量
に
関
す
る
関

心
及
び
知
識
の
向
上
を
図
る

上
で
も
、
初
等
中
等
教
育
等

か
ら
計
量
に
関
す
る
教
育
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
関
係
省
庁
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
計
量
教

育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

W
G
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

第
1
Ｗ
Ｇ
の
方
向
性（
骨
子
）

〜
検
定
・
検
査
制
度
を
中
心
と
し
た
安
心
・
安
全
な
社
会

の
構
築
の
た
め
の
計
量
の
在
り
方
の
基
本
的
方
向
〜

Ⅰ
．
規
制
の
対
象
と
す
る
べ

き
計
量
器
の
検
討

1
．
現
行
対
象
機
器
の
問
題

点　
計
量
法
の
規
制
対
象
と
な

る
計
量
器
（
特
定
計
量
器
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

適
宜
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き

た
。

　
昭
和
　
年
の
改
正
に
お
い

41

て
は
、
戦
後
の
技
術
水
準
の

向
上
の
現
実
を
踏
ま
え
、
従

来
は
工
業
用
計
測
器
を
含
め

あ
ら
ゆ
る
計
量
器
を
規
制
対

象
と
し
て
い
た
も
の
を
、

ユ
ー
ザ
ー
が
一
部
の
専
門
家

に
限
ら
れ
る
よ
う
な
計
量
器

や
、
取
引
・
証
明
の
分
野
に

は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い

よ
う
な
計
量
器
を
中
心
に
大

幅
に
規
制
対
象
か
ら
除
外

し
、
取
引
上
、
証
明
上
の
計

量
に
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ

る
　
品
目
の
計
量
器
に
限
定

27
し
た
。

　
平
成
4
年
の
改
正
に
お
い

て
も
、
取
引
上
、
証
明
上
の

計
量
に
用
い
ら
れ
る
蓋
然
性

が
高
い
計
量
器
等
で
あ
っ

て
、
い
ず
れ
も
一
般
人
に
広

く
使
用
さ
れ
る
も
の
に
限
定

す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
対
象

品
目
を
現
在
の
　
品
目
と
し

18

た
。

　
平
成
4
年
以
降
　
年
余
り

10

が
経
過
し
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

性
能
が
向
上
し
て
き
て
い
る

こ
と
や
自
治
体
に
お
け
る
検

定
業
務
の
維
持
の
困
難
性
を

踏
ま
え
、
ま
た
、
平
成
5
年

以
降
規
制
対
象
機
器
に
つ
い

て
は
見
直
し
が
一
度
も
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
規
制

対
象
を
必
要
最
小
限
に
見
直

す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

2
．
検
討
の
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

　
今
回
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
基
本
的
に
は
従
来
か
ら

の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
が
、

検
査
・
検
定
制
度
に
お
け
る

規
制
改
革
の
流
れ
、
取
引
証

明
に
お
け
る
当
事
者
同
士
が

計
量
に
関
す
る
技
術
的
知
見

を
有
し
て
い
た
り
J
C
S
S

の
校
正
証
明
書
や
I
S
O
9

0
0
0
認
証
な
ど
取
引
相
手

計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第

1
W
G
の
検
討
状
況

茨
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

▽
第
1
回
〔
平
成
　
年
9
月

17

5
日
俄
〕
議
題
：
第
1
W
G

の
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て

等
▽
第
2
回
〔
平
成
　
年
　

17

10

月
　
日
牙
〕
議
題
：
第
1
W

27
G
に
関
す
る
主
要
論
点
整
理

に
つ
い
て
等
▽
第
3
回
〔
平

成
　
年
　
月
　
日
我
〕
議

17

11

30

題
：
第
1
W
G
の
方
向
性

（
骨
子
案
）等
▽
第
4
回〔
平

成
　
年
2
月
　
日
俄
〕
議

18

13

題
：
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
計
量
器
製
造
事
業
者
、
検

査
機
関
（
電
力
量
計
））
等

芋
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
5
回
〔
平
成
　
年
3
月
を

18

予
定
〕

計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第

2
W
G
の
検
討
状
況

い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
住
民
（
消
費
者
）
の
主
体

的
・
積
極
的
参
画
の
促
進

　
計
量
行
政
等
に
住
民
の
考

え
方
を
反
映
す
る
観
点
か

ら
、
地
域
に
お
け
る
会
議
の

設
置
、
住
民
（
消
費
者
）
の

不
正
計
量
に
関
す
る
不
満
・

不
信
等
の
受
付
体
制
の
整

備
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
事
業
の

拡
充
等
に
よ
り
、
住
民
（
消

費
者
）
の
主
体
的
・
積
極
的

参
画
を
促
す
こ
と
を
検
討
す

る
。

茨
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

第
1
回
〔
平
成
　
年
9
月
9

17

日
画
〕
議
題
：
第
2
W
G
の

審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
等

第
2
回
〔
平
成
　
年
　
月
　

17

10

18

日
峨
〕
議
題
：
第
2
W
G
に

関
す
る
主
要
論
点
整
理
等

第
3
回
〔
平
成
　
年
　
月
　

17

11

28

日
俄
〕
議
題
：
第
2
W
G
の

方
向
性
（
骨
子
案
）
等

芋
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
4
回
〔
平
成
　
年
3
月
を

18

予
定
〕

計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第

3
W
G
の
検
討
状
況

茨
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

▽
第
1
回
〔
平
成
　
年
9
月

17

1
日
牙
〕
議
題
：
第
3
W
G

の
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て

等
▽
第
2
回
〔
平
成
　
年
9

17

月
　
日
我
〕
議
題
：
関
係
者

28
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
指
定
校
正
機

関
及
び
業
界
関
係
）
等
▽
第

3
回
〔
平
成
　
年
　
月
6
日

17

10

牙
〕
議
題
：
関
係
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
（
J
C
S
S
認
定
機
関

及
び
登
録
（
認
定
）
事
業
者
）

等
▽
第
4
回
〔
平
成
　
年
　

17

10

月
　
日
我
〕
議
題
：
関
係
者

26
ヒ
ア
リ
ン
グ（
研
究
機
関
等
）

等
▽
第
5
回
〔
平
成
　
年
　

17

11

月
2
日
我
〕
議
題
：
関
係
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
標
準
ユ
ー

ザ
ー
）
等
▽
第
6
回
〔
平
成

　
年
　
月
　
日
峨
〕
議
題
：

17

11

15

関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
環
境

計
量
証
明
事
業
者
関
係
）
等

第
7
回
〔
平
成
　
年
　
月
2

17

12

日
画
〕
議
題
：
第
3
W
G
の

方
向
性
（
骨
子
案
）　
等

芋
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
8
回
〔
平
成
　
年
3
月
　

18

10

日
画
を
予
定
〕

の
正
確
計
量
に
つ
い
て
の
確

認
手
段
が
充
実
し
て
き
て
い

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
計
量

器
毎
の
使
用
実
態
等
を
み
つ

つ
、
国
や
地
方
自
治
体
の
関

与
を
真
に
必
要
な
も
の
に
限

定
す
る
な
ど
に
よ
り
必
要
最

小
限
の
規
制
対
象
と
す
る
。

芋
具
体
的
方
針

　
基
本
的
考
え
方
に
基
づ

き
、
規
制
対
象
計
量
器
の
範

囲
等
を
見
直
す
が
、
個
別
の

計
量
器
毎
に
そ
の
使
用
実
態

等
を
勘
案
し
、
適
切
な
適
合

性
評
価
制
度
を
組
み
合
せ
る

こ
と
等
に
よ
り
現
行
の
適
正

計
量
と
同
等
の
水
準
の
確
保

を
図
る
方
向
で
検
討
す
る
。

①
技
術
的
知
見
を
有
し
て
い

る
者
同
士
が
使
用
す
る
計
量

器
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
規
制
の
対
象
外
と
す

る
こ
と
あ
る
い
は
規
制
手
法

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
な
お
、
そ
の
際
、
騒
音
計
、

振
動
計
、
濃
度
計
に
つ
い
て

は
、
環
境
基
準
測
定
に
使
用

す
る
も
の
で
あ
り
そ
の
測
定

値
が
社
会
的
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
機

械
式
は
か
り
（
ば
ね
式
指
示

は
か
り
を
除
く
）
並
び
に
分

銅
、
定
量
お
も
り
及
び
定
量

増
お
も
り
は
、
ま
だ
包
装
商

品
製
造
事
業
者
（
米
、
菓
子
、

珍
味
等
）
や
調
剤
薬
局
、
病

院
等
で
使
用
実
態
が
あ
る
こ

と
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
温
度
計
、

密
度
浮
ひ
ょ
う
、
浮
ひ
ょ
う

型
比
重
計
は
、
一
般
計
量
証

明
事
業
者
、
関
税
、
化
粧
品
、

洒
造
メ
ー
カ
ー
及
び
清
涼
飲

料
水
等
の
事
業
者
で
使
用
さ

れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
引

き
続
き
規
制
の
対
象
と
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
る
。

　
例
：
機
械
式
は
か
り
（
ば

ね
式
指
示
は
か
り
を
除
く
）

並
び
に
分
銅
、
定
量
お
も
り

及
び
定
量
増
お
も
り
、
ガ
ラ

ス
温
度
計
（
マ
イ
ナ
ス
　
〜
30

3
6
0
℃
）、ベ
ッ
ク
マ
ン
温

度
計
、
排
水
／
排
ガ
ス
積
算

体
積
計
、
量
器
用
尺
付
き
タ

ン
ク
、
排
水
／
排
ガ
ス
流
速

計
、
密
度
浮
ひ
ょ
う
、
排
水

／
排
ガ
ス
流
量
計
、
ボ
ン
ベ

型
熱
量
計
、
ユ
ン
ケ
ル
ス
式

流
水
型
熱
量
計
、
騒
音
計
、

振
動
レ
ベ
ル
計
、
濃
度
計
、

浮
ひ
ょ
う
型
比
重
計

②
計
量
法
に
お
い
て
規
制
の

必
要
性
が
低
下
し
、
な
お
他

法
令
等
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
。

　
例
：
体
温
計
、
ア
ネ
ロ
イ

ド
型
血
圧
計

③
J
I
S
マ
ー
ク
の
活
用
が

適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

計
量
器
に
つ
い
て
は
規
制
の

対
象
外
と
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
。

　
例
：
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
（
体

重
計
）、
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル

④
規
制
の
検
討
の
要
望
の
あ

る
計
量
器
に
つ
い
て
は
規
制

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
例
：
C
N
G
メ
ー
タ
ー
、

自
動
は
か
り

⑤
そ
の
他

　
平
成
4
年
の
改
正
に
お
い

て
、
規
制
対
象
計
量
器
に
つ

い
て
は
、
社
会
環
境
の
変
化

に
応
じ
て
機
動
的
に
見
直
す

べ
く
、
政
令
で
規
制
対
象
計

量
器
を
規
定
で
き
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
が
、
平
成
4
年

以
降
、
今
回
ま
で
、
対
象
機

器
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
定
期
的
な
見
直
し
を
制

度
的
に
行
う
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅱ
．
規
制
方
法

1
．
現
行
規
制
の
現
状
と
問

題
点

　
現
行
の
検
査
・
検
定
制
度

は
、
平
成
4
年
の
改
正
に
お

い
て
指
定
製
造
事
業
者
制
度

が
創
設
さ
れ
、
ま
た
、
平
成

　
年
に
は
指
定
機
関
の
公
益

11法
人
要
件
を
撤
廃
す
る
な
ど

民
間
活
力
を
制
度
的
に
活
用

等
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
社

会
的
要
請
に
応
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
に

次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
次
号
以
下
へ
つ
づ
く
）
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